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第１章 観光ビジョン策定の背景 

 
１ 地域活性化の重要な手段としての観光への期待 
 
21 世紀は「観光の時代」と言われており、観光振興という手段によって、地域

の活性化を推進しようとする動きが注目されています。 

国内観光交流はもちろんのこと、東アジアを中心とした大交流時代の到来を見

据え、国をあげて「観光立国」に取り組んでおり、多くの地域が地域活性化の柱

として、観光振興に期待を寄せています。この動きは、いわゆる「観光地」と呼

ばれる地域だけのものではありません。例えば、中心市街地の空洞化に悩む地方

都市や、過疎化に直面した農山村等が、それぞれ抱える地域課題の解決に際して、

観光が地域に及ぼす影響、すなわち来訪者がもたらす活力に期待しています。 

文京区においても、来訪者との交流を通じて自分の地域を見つめ直すことがで

き、その結果、地域に対する愛着と誇りが高まることが期待されます。一方、来

訪者は、日常とは異なる生活文化に接することで、刺激や満足感を得ることがで

きるとともに生活のうるおい、明日への活力を生み出すことにもなります。 

これらは「観光まちづくり」の考え方であり、来訪者（観光客）の視点に立っ

た「観光地づくり」と生活者（区民）の視点に立った「まちづくり（地域づくり）」

を融合させていくものです。 

 

（図表）観光まちづくりの考え方 

 

 

 

 

 

 

 

資料：（財）日本交通公社 
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●国の観光振興の取り組み 

平成 18年 12 月に「観光立国推進基本法」が成立し、平成 20年 10 月には観光

庁が設置されるなど、現在、国をあげて「観光立国」に取り組んでいます。 

同法には、基本理念の１つとして、「豊かな国民生活を実現するための『住ん

でよし、訪れてよしの国づくり』の認識の重要性」が掲げられています。住民が、

誇りと愛着を持つことのできる活力に満ちた地域社会の実現が、来訪者にとって

の魅力的な地域の実現に他ならないという、まさに「観光まちづくり」の考え方

を表しています。 

 

（図表）国の観光振興の取り組み 

 

    資料：観光庁 HPより 

 

●東京都の観光振興の取り組み 

東京都の「10年後の東京～東京が変わる～」（平成 18年 12 月）では、「10

年後の東京の姿」として８つの柱を掲げており、その１つに『都市の魅力や産業

力で東京のプレゼンスを確立する』があります。世界の人々が憧れ、訪れる TOKYO

を目標に様々な取り組みが進められており、来訪者の視点を意識した観光振興が

重要視されています。 
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平成 19年に策定された「東京都観光産業振興プラン」では、平成 23年までに

外国人旅行者年間 700 万人、国内旅行者年間５億人を東京に誘致することを目指

しており、「東京の魅力を世界に発信」「観光資源の開発」「受入体制の整備」

の３つの柱（図表参照）に沿って施策を展開しています。 

 

（図表）東京都の観光振興の取り組み 

                   

資料：東京都 HPより 
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●近隣区の観光振興の取り組み 

都内では、観光まちづくりに取り組む地域が増えています。近隣区においては、

観光に関連する計画が策定され、それぞれの地域特性を活かした取り組みが進め

られています。 

（図表）近隣区の観光に関する計画の概要 

区名 計画の概要 特徴的な地区等 

千代田区 ◆千代田区観光ビジョン（平成 18年 12月 策定） 

住みやすく、働きやすく、そして、人々が交流しやすいまち 

・江戸以来の歴史・文化をベースに未来を展望 

・歩いてこそ体感できる都市の魅力づくり 

・新たな交流と創造を促す「産業観光」の推進 

・全国の市町村との連携・交流を深める 

・丸の内（ビジネス街、ファッシ

ョンタウン） 

・秋葉原（電気街、オタク文化の

総本山） 

・神田 

新宿区 ◆新宿区産業振興プラン（平成 20年 3月 策定） 

「新宿力」で創造する、やすらぎとにぎわいのまち 

・文化創造産業の誘致、育成 

・文化・観光・産業の結合を相互連携 

・情報発信力の高い産業の育成・振興 

・観光資源の発掘と発信 

・新宿副都心（高層ビル群） 

・歌舞伎町（大繁華街） 

・神楽坂 

台東区 ◆台東区観光ビジョン（平成 13年 3月 策定） 

国際観光都市・台東をめざして－多彩な魅力の下町テー

マパーク－ 

・下町文化のブラッシュアップ 

・国際観光都市としての基盤整備 

・区全体が一体となってホスピタリティを向上させる 

・にぎわい・繁栄を創造し経済振興を図る 

・上野・アメ横 

・谷中（下町） 

・浅草（江戸の行楽地、下町） 

荒川区 ◆荒川区観光振興ビジョン（平成 15年 7月 策定） 

「訪れたいまち あらかわ 住んでみたいまち あらかわ」

を実現するために 

・区民の地域に対する誇りと自信の高揚 

・新たな観光ニーズに対応した施策の展開 

・観光振興施策と他の施策との連携強化 

・区民等が主体となった観光振興 

・区立荒川遊園 

・都電荒川線 

・町屋商店街 

北区 ◆北区産業活性化ビジョン（平成 20年 1月 改訂） 

「創造」多元化社会に向け新たな価値を創造する北区 

・「産業文化」を探り「産業観光」を展開 

・古河庭園 

・飛鳥山、荒川の土手（桜） 

・北とぴあ 

豊島区 ◆豊島区観光振興プラン（平成 16年 3月 策定） 

交流の扉を開く ビジット シティ としま 

・ツーリストだけでなくビジターを対象に 

・観光振興による街づくりの展開 

・人と人をつなぐ仕組みづくり 

・巣鴨（おばあちゃんの原宿） 

・池袋（副都心、サブカルチャー

の発信地） 

墨田区 ◆ 墨田区観光振興プラン（平成 20年 1月 策定） 

新タワーを活かし、住んでよく、訪れてよい、 

「国際観光都市すみだ」をつくる 

・ ビジターズ・インダストリーの創出 

・ 愛着と誇りの持てる、わが街すみだづくり 

・ 総力を挙げて取り組む観光まちづくり 

・東京スカイツリー（2011 年開

業予定） 

・両国（相撲部屋） 

・隅田川 

 
 

資料：各区 HP等より 



２ 文京区が観光振興に取り組む意義 
 

一般的に観光振興が地域に及ぼす効果は、社会的効果と経済的効果に分けて捉

えることができます。 

本区における社会的効果は、区内に多数現存する歴史的・文化的な資源の継承

や、それらを活用した生涯学習の充実等につながることであり、経済的効果は、

宿泊施設等の観光関連産業にとどまらず、飲食店やその他の商店も含めた地域経

済の活性化等が進むことにあります。 

社会的効果・経済的効果の両面から観光振興に取り組むことで、文化や産業活

動も活発化し、地域が活性化され、活力ある文京区・潤いある豊かな文京区を実

現することができます。こうした取り組みは、観光を持続的に発展させるととも

に、「観光まちづくり」へとつながるものです。 

 

（図表）観光振興による２つの効果 

 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：（財）日本交通公社 
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３ 観光ビジョンの位置づけ 
 

文京区は、観光立国推進法成立に先立つ平成 13年、『「文の京」の明日を創る

「文京区基本構想」』において、「学ぶ楽しさ、生きる智恵を育む」「地域の活

力を引き出し、高める」という基本政策を定めました。  

同構想実現に向けた「文京区基本構想実施計画」では「歴史と文化を活かした

にぎわいのある都市(まち)」を重点課題の一つとし、「観光客の誘致、地域の発

展と活性化」を図ることとしています。 

また、「文京アカデミー構想」（平成 17年）では、「産業振興との連携を取り

ながらも本区の特性である豊富な文化資産を貴重な観光資源として捉え、より効

果的に活用するとの観点から、文京ふるさと歴史館普及事業との緊密な連携によ

り推進することが望ましい」との結論を得ています。 

地域の発展・活性化を推進するため、文京区はこれらの上位計画、関連計画に

基づき、文京花の五大まつりをはじめとする各まつりの魅力や集客力等の向上を

図るため、さまざまな観光施策に取り組んできました。 

 

一方、平成 19年に国が示した観光立国推進計画においては、各地域の役割とし

て「自主的かつ主体的に特性を活かした観光施策の策定・実施」が求められてい

ます。東京都も「観光」は、広範な産業に経済波及効果をもたらし、成長が見込

まれる産業として位置づけ、様々な施策に取り組んでいます。 

 

こうした流れの中で、本区においても、観光立国推進計画の基本方針に掲げら

れた「観光の発展を通じ、地域住民が誇りと愛着をもつことができる活力に満ち

た地域社会を実現していく」ことを念頭に、活力ある文京区を目指して、更なる

観光振興に取り組むこととしました。 

 

今回策定する「文京区観光ビジョン」では、長期的な視点に基づき本区の観光

をより魅力的なものとしていくため、今後 10年間の観光振興の取り組みを示しま

す。 



（図表）観光ビジョンの上位計画・関連計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 



 8 

 

第２章 文京区の観光を取り巻く現状と課題 
 

国内の観光及び文京区の観光の現状をふまえ、文京区の観光振興においてどの

ような取り組みが必要なのか、検討するための前提条件を整理します。 

 
１ 国内の観光を取り巻く現状 
 

日本人の国内宿泊旅行は、「国民皆旅行」と呼ばれ、旅行会社の斡旋による各

種団体旅行が主流をしめた時代から、世相を反映させる形で変遷してきました。

職場旅行などの団体旅行は減少し、家族旅行の台頭、鉄道旅行から自動車旅行へ

と変化しながら、戦後の高度経済成長にあわせて国内観光は右肩上がりに成長し

てきました。 

1990 年代前半をピークとして、国内宿泊旅行は減少傾向に転じますが、この背

景として、日本の社会が成熟化し、旅行以外のメニューも含めて余暇活動に対す

る価値観が多様化したことがあります。 

 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1961 1966 1971 1976 1981 1986 1991 1996 2001

1964年
●海外旅行自由化

●東京オリンピック開催
●東海道新幹線・名神高速道路開通

1970年
●大阪万博開催

●「ディスカバージャパン・キャンペーン開始

1978年

●「いい日旅立ち」キャンペーン開始

1970年代半ば～1980年代
●「アンノン族」の出現

1983年
●東京ディズニーランド開業

1987年
●総合保養地域整備法　制定

1991年
●バブル崩壊

観光の
大衆化

職場旅行などの団体
旅行が主流、都市近

郊型温泉地など

モータリゼーションの
進展、観光の広域化

テーマパーク、　
リゾートへの注目

｢家族｣が主要な
市場を形成

｢女性｣｢カップル｣
が新しい市場

｢十人十色｣から
｢一人十色｣へ

興味対象の
多様化

（年）

（回）

 
＊縦軸は、国内の観光を目的とした国民一人あたりの旅行回数を示す。 

資料：国土交通省「観光レクリエーションの実態」等から（財）日本交通公社作成 

（図表）国内観光の需要推移と関連トピック 
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一方で、「見る」ことから「体験する」ことへ観光行動の重心が次第に移ると

ともに、地域独自の魅力を活かした観光への注目が高まっています。近年では、

長期滞在型観光、環境意識の高まりなどに伴って、エコツーリズム・グリーンツ

ーリズム、さらには文化観光、産業観光、ヘルスツーリズムなどが「ニューツー

リズム」と称されて関心を集めており、地域振興の側面でも期待されています。 

 

社会環境は、めまぐるしく変化を遂げており、観光振興に関する取り組みもそ

れに対応していかなければなりません。社会の国際化や高齢化に対応して、ユニ

バーサルデザインを意識した受け入れ環境の整備が必須になってきています。ま

た、情報通信技術の急速な進展に伴い、観光情報の提供手段についても高度化が

進んでいます。さらに、環境への負荷軽減も、観光振興を進める上で十分に留意

する必要があります。 

 

こうした中、訪日外国人旅行者の誘致に向けた国の取り組みとして、日本の観

光の魅力を情報発信するとともに、日本への魅力的な旅行商品の開発等を促す「ビ

ジット・ジャパン・キャンペーン」が推進され、平成 19年訪日外国人旅行者数は、

約 835 万人に達しました。  

 

（図表）訪日外国人旅行者の推移 
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資料：国際観光振興機構資料より 
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海外旅行は、景気などの社会情勢の影響を受けやすく、平成 20年は世界経済の

減速を背景に、訪日外国人旅行者の伸び率は減少しています。しかし、東アジア

の経済成長に支えられたグローバル化の一層の進展に伴い、中長期的には外国人

旅行者とりわけアジアからの外国人旅行者は大幅に増大することが見込まれます。 

 

観光庁では、訪日外国人旅行者数の目標を平成 22年には 1,000 万人、平成 32

年までに 2,000 万人と設定し、様々な取り組みを展開しており、本区においても

中長期的な視点に立って、訪日外国人旅行者に対応していく必要があります。 
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２ 文京区の観光を取り巻く現状 
 
●文京区の観光資源に関する現状 

本区は、弥生土器発掘の地である弥生町、江戸時代の武家屋敷を偲ぶ小石川後

楽園や六義園などの庭園、文京の地を舞台として活躍した夏目漱石や樋口一葉な

どの文人に関する史跡など、歴史の重層性を感じる人文資源を中心とした観光資

源が多く点在しています。さらに、区内には、大学をはじめとして多くの教育機

関・研究機関があり、先端的な文化を発信するなど多様な文化を創造し続けてい

ます。 

しかし、本区の資源は、まちなかにあるものが多く、案内板などを整備してい

るものの、一見して気づきにくいものが多くあります。人文資源は、その背後に

ある歴史や文化を理解することで楽しむことができますが、ひと目見ただけでは

伝わりにくい資源ともいえます。これらの資源の持つ魅力について、来訪者にわ

かりやすく、正しく伝える必要があります。 

 

（図表）観光資源の分布状況 

 
資料：文京区 HPより作成 
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●文京区の観光関連業の現状 

昭和 30年代、本郷地区の旅館は、修学旅行の宿泊先として多くの中高生等で賑

わっていました。しかし、観光のスタイルは徐々に変化し、修学旅行という団体

客を主たるターゲットとしてきた本郷の旅館群は、貸しビル業などへ業種を変更

するケースが見られます。 

（図表）旅館その他宿泊業の事業所数及び従業者数 
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観光においては重要な要素となる「食」を提供する飲食店についても、区内の

事業所は減少傾向にあります。 

（図表）飲食料品小売業・一般飲食店の事業所数及び従業者数 
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資料：東京都総務局「事業所・企業統計調査報告」より作成 

資料：東京都総務局「事業所・企業統計調査報告」より作成 
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●文京区の昼間人口に関する現状 

23 区の特に都心部においては、昼間人口が減少傾向にあり、本区においても下

表の通り、平成７年を境に緩やかに減少しています。 

大学キャンパスの区内移転など、好ましい状況もありますが、人口減少・少子

高齢社会が進むことを考えると、通勤・通学者に加えてさらに広範な交流人口を

得ていくことが必要です。 

 

（図表）文京区および近隣区の昼間人口の推移 
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  昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 

千代田区   645,377  771,818  854,975  934,427  936,542 1,009,291 1,036,609  949,900  855,172  853,382 

新宿区  472,372  540,694  592,167  653,256  688,601  756,362  817,095  806,095  798,611  770,094 

文京区  305,283  330,831  334,829  334,859  324,165  325,391  339,161  345,087  342,603  336,229 

台東区  398,527  397,374  366,958  355,084  337,509  332,227  347,738  342,681  317,700  303,522 

豊島区  345,000  376,273  379,004  373,548  368,817  383,925  425,691  424,002  408,802  378,475 

北区  365,830  400,911  385,109  378,164  353,925  338,454  322,529  318,682  308,653  307,317 

荒川区  277,452  273,680  241,822  214,572  195,086  185,355  178,567  175,354  176,358  184,021 

 
 資料：平成 17年度国勢調査より作成 

（人） 
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３ 文京区の観光の実態 
 
本区の観光の実態を把握するため、平成 20年６月から８月にかけて来訪者、区

民（居住者）、事業所に対して文京区の観光に関する実態把握及び意識調査を行

いました。 

 

 

＜調査の概要＞ 
来訪者アンケート 
配布票数：3,134 票（うち宿泊施設 340 票） 
実施箇所：本郷旅館ホテル組合、文京ミュージアム・ネットワーク参加施設、 

寺社仏閣等 計 50 施設 
調査方法：留置調査と対人調査によりアンケート票を配布、郵送にて回収 
回収状況：549 票（回収率 17.5％） 
 
区民アンケート 
配布票数：2,036 票 
配 布 先：文京区に居住する区民を無作為により抽出 
調査方法：郵送調査、郵送にて回収 
回収状況：479 票（回収率 23.5％） 
 
事業所アンケート 
配布状況：1,465 票 
配 布 先：文京区商店街連合会加盟店、寺社仏閣、博物館、大学等 
調査方法：郵送調査、郵送にて回収 
回収状況：219 票（回収率 14.9％） 
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●来訪者の来訪実態 

来訪者は、「日帰り客」が中心となっており、約半数が３時間以内の滞在です。 

来訪者は、主に「まちあるき」を目的としており、その行き先としては「庭園」

「史跡（歴史）」「美術館・博物館」が上位となりました。 

来訪者は、主に「一人で」訪れており、特に「まちあるき」「社寺参拝」が目

的の場合に「一人で」の来訪が多いことが特徴としてあげられます。 

 

（図表）来訪者の来訪形態（N=474、単数回答） 

日帰り, 81.9% 宿泊, 18.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

（図表）訪問の主な目的（N=546、複数回答） 
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（図表）まちあるきの行き先（N=255、単数回答） 
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（図表）同行者（N=549、単数回答） 
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（図表）来訪目的別の同行者 

  まちあるき 社寺参拝 祭り・イベント 買い物 食事 

1 人で 33.3% 36.3% 28.9% 17.2% 14.3% 

家族で 14.7% 8.8% 33.0% 34.5% 18.4% 

夫婦で 15.7% 17.5% 14.4% 6.9% 14.3% 

カップルで 3.3% 2.5% 3.1% 6.9% 4.1% 

友人と 21.6% 21.3% 13.4% 17.2% 38.8% 

職場や団体旅行で 1.6% 2.5% 0.0% 3.4% 4.1% 

その他 4.6% 2.5% 2.1% 6.9% 4.1% 

不明 5.2% 8.8% 5.2% 6.9% 2.0% 

回答者（人） 306 80 97 29 49 
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● 来訪者の満足度及び再訪意向 

来訪者の満足度は、「満足」が最も高く、続いて「やや満足」、「大変満足」

という結果が得られました。 

来訪者の再訪意向は、「そう思う」が最も高く、続いて「大変そう思う」とな

っています。訪問のきっかけの多くが「以前来て良かったから」という結果がで

ていることからも、本区へ一度来訪するとリピーターとなる確率が高いと考えら

れます。 

 
（図表）来訪者の総合満足度（Ｎ＝520、単数回答） 

11.2% 46.3% 30.2% 10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変満足 満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 大変不満

 

大変満足 満足 やや満足 
どちらで

もない 
やや不満 不満 大変不満 

11.2％ 46.3％ 30.2％ 10.4％ 1.7％ 0.2％ 0.0％ 

 

（図表）来訪者の個別満足度（単数回答） 
満足 やや満足

どちらでも
ない

やや不満 不満 回答者（人）

景観・雰囲気 39.0% 46.8% 10.3% 2.9% 1.0% 513

宿泊施設 29.1% 29.9% 35.9% 5.1% 0.0% 117

観光・文化施設 36.9% 47.2% 14.8% 0.7% 0.4% 458

食事 19.2% 42.1% 32.3% 5.7% 0.7% 406

買い物 15.8% 32.1% 43.9% 7.3% 0.9% 330

地域内移動 22.6% 36.2% 31.1% 9.2% 0.9% 456

情報・案内 16.3% 37.4% 36.7% 8.3% 1.3% 460
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（図表）来訪者の再訪意向（N=522、単数回答） 
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（図表）訪問のきっかけ（N=515、単数回答） 
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●区民及び来訪者のニーズ 

区民、来訪者ともに今後文京区で体験してみたいこととして「まちあるき」が

最も多くあがっており、「まちあるき」に対するニーズは非常に大きくなってい

ます。また、今後してみたいまちあるきでは、「歴史・文学・みどり」に対する

興味が高くなっています。 

（図表）今後体験してみたいこと（複数回答） 
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（図表）今後してみたいまちあるき（単数回答） 
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●文京区のイメージ 

区民、来訪者ともに「歴史・文化」「学び」に関するイメージが高くなってい

ます。 

（図表）文京区のイメージについて（単数回答） 
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●区民・事業所の観光振興に関する意向 

区民、事業所ともに観光振興への取り組みについては、行政機関や関連団体と

いった、これまでの主体が取り組むべきという回答が中心です。 

一方で、「住民や NPO が主体となるべき」との意見もあり、区民主体で進める

観光振興に対する意識のめばえが感じられます。 

（図表）観光振興への取り組みについて（単数回答） 
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●区民・事業所の観光振興に対する期待と不安 

区民、事業所ともに観光振興に取り組む効果として、「文京区のイメージアッ

プ」に期待を寄せています。 

しかし、なんらかの生活環境の悪化を不安視する声が、区民から約 67％、事業

者から約 58％あがってきていることから、区民の不安を取り除く対策が必要とな

っています。 

（図表） 観光振興に期待するプラスの効果（単数回答） 
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（図表） 観光振興に対して心配するマイナスの影響（単数回答） 
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●重点的に取り組むべき施策 

区民、事業所ともに重点的に取り組むべき施策として、「歴史的建造物・美し

いまちなみなどの保全・活用・創造」を最も多くあげています。区内の景観は、

下町の雰囲気を残すまちなみ、坂道など変化に富んでいます。これらの景観は、

区民、事業者にとっても本区の観光資源としての認識が高く、行政・区民・事業

者が保全・活用・創造を進めていく必要があります。 

（図表）重点的に取り組むべき施策（単数回答） 
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４ 文京区の観光振興にむけた可能性と課題 
 

現在の本区の観光を取り巻く現状及び実態から、観光振興に取り組む上での可

能性と課題を明らかにします。 

●区内の実態からみた可能性と課題 

活用できる可能性 克服すべき課題 
＜文京区の観光資源＞ 

・ まちなかに歴史的・文化的観光資源が点

在しており、歩いて楽しむことができ

る。 

・ 下町と山手の文化の融合地点であり、近

隣区とは違う江戸文化がある。 

・ 下町隣接地域、都心地域、山の手地域と

それぞれに特徴ある地域からなる。 

・ 坂道や路地がうみだす景観は変化に富

んでいる。 

・ 多くの教育機関が立地し、「学び」の魅

力が高い。 

＜宿泊施設・商業施設等＞ 

・ 大型ホテルやビジネスホテル・旅館など

多様な宿泊施設やレジャー施設がある。 

・ 国際的な会議やコンベンションを実施

することのできる施設があり、大学では

学会等が開催されている。 

＜交通＞ 

・ 利便性が高い。 

＜昼間人口＞ 

・ 大学のキャンパス移転に伴い、学生数の

増加が見込まれる。 

＜区民・事業者＞ 

・ 歴史・文化に対する意識が高い。 

・ 花の五大まつりなど区民の手で運営さ

れるイベントが実施されている。 

＜文京区の観光資源＞ 

・ 一見して気付きにくい、触れにくい資源

が多く、適切な説明等がなければ十分に

理解されない、楽しめない資源が多い。 

・ 坂道が多く、長時間歩くことが難しい。 

・ 文教の地であることから堅いイメージ

が強く、わくわく感といったエンターテ

インメント性が弱い。 

＜宿泊施設・商業施設等＞ 

・ 宿泊施設の利用者や所用で訪れた来訪

者をまちなかに回遊させる仕掛けが少

ない。 

＜交通＞ 

・ 交通の便が良い一方で、そのために素通

りしてしまう来訪者も多い。 

・ 区内を横断的に移動できる交通機関が

少ない。 

＜区民・事業者＞ 

・ 観光振興の推進による住環境悪化に対

する不安がある。 

・ 区民自身が区内の魅力を十分に理解し

ていない状況もある。 

・ 観光関連事業者とその他事業者、地域活

動団体等との連携が図れていない。 

＜高齢化の進行＞ 

・ 施設等が十分にユニバーサルデザイン

化、バリアフリー化されていない。 

＜外国人旅行者の増加＞ 

・ 外国人旅行者に対応した情報提供シス

テムが十分に整備されていない。 
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●国内等の実態・動向 

活用できる可能性 克服すべき課題 
＜国内旅行・余暇時間の志向と動向＞ 

・ 行ってみたい旅行タイプとして、「周遊

観光（歴史・文化）」が根強い人気を保

つ。（「JTBF 旅行者動向」より） 

・ 旅行動機として「知識や教養を深めるた

め」は上昇傾向にある。（「JTBF 旅行

者動向」より） 

・ 自由時間の過ごし方として「能力向上・

学習」への関心が高まっている。（「レ

ジャー白書 2007」より） 

＜情報通信技術の発展＞ 

・ 個人レベルでも世界中に本区に関する

情報を発信できる。 

・ 来訪者に対してリアルタイムな情報を

発信することができる。 

＜外国人旅行者の増加＞ 

・ 国内旅行が低迷している中で、訪日外国

人旅行者数は、長期的には増加傾向にあ

る。 

＜来訪者の意識＞  

・ 区内で体験したいこととして「まちある

き」の意向が非常に高い。 

・ 文京区のイメージとして「歴史」「文化」

「教育」等が既に定着している。 

＜余暇時間の志向と動向＞ 

・ 余暇活動の多様化等により、国内旅行

者数が減少傾向にある。 

・ 海外旅行を中心として、若年層の旅行

離れが進んでいる。 

＜定住人口・昼間人口の確保＞ 

・ 国内では少子化による人口減少にと

もない、定住人口が減少している。 

・ 都心地域において、昼間人口は減少傾

向にある。 

＜他自治体の観光振興の推進＞ 

・ 他自治体も積極的に観光振興に取り

組んでいる中、地域の魅力をより一層

強く打ち出す必要がある。 
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文京区の観光振興の取り組みを進めていく上で、可能性を最大限活用し、課題

を克服していくことが必要なことから、先に示した可能性と課題を以下のように

整理しました。 

 
1） 本区は、豊富な歴史・文化資源をもち、区民、来訪者ともに根強い人気

があります。「歴史と文化の香り高いまち」としてのイメージが定着して

おり、これらを活かした取り組みを推進します。 

2） 地域資源が生活空間にとけ込むように点在しており、これらはじっくり

歩いてこそ見つかる資源、解説により価値が高まる資源といえます。歩

きながらまちの魅力を発見する「まちあるき」の施策を推進します。 

3） 商店街や区民が主体となって、まつりなど様々な来訪者を迎える取り組

みを行っており、大学のイベントにも多くの人が訪れています。区民、

事業者、教育機関など、様々な担い手が連携し、観光振興に取り組んで

いるという本区の特性を活かしていきます。また、取り組みに応じて、

近隣区との連携を視野に入れる必要があります。 
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第３章 文京区の目指す観光と基本方針 

１ 文京区における観光ビジョンの理念と目標 
 

（１）文京区観光ビジョンの理念 

あふれる緑や四季の花々を「見る」、下町情緒を残すまちなみで「遊ぶ」、歴

史・文化を「学ぶ」など、様々な楽しみの要素を持つ観光資源が豊かな文京区は、

来訪者をひきつけるだけでなく、区民にとっても満足度の高いまちです。 

観光振興においては、来訪者と区民との交流によって、新たな価値を創出する

ことが重要です。来訪者にとっては、区民と交流することが自身の変化につなが

り、区民にとっては、来訪者の視点を通じて地域の質を高め、その良さを再認識

することです。 

「来訪者が魅力的に感じ、何度も行ってみたいと思うまち」と「区民が誇りに

思い、いつでも来てほしいといえるまち」を目指し、来訪者と区民の視点から「行

ってみたい、来てほしい、文の京」を文京区観光ビジョンの理念とします。 

 

 
 

本区には、まちあるき、通勤・通学等様々な目的を持った人々が訪れています。

生活の場、交流の場として、高い可能性を持つ本区は、観光振興を通じて区民と

来訪者が共に満足できる観光まちづくりに取り組み、「区民にとっても来訪者に

とっても安全・安心なまち」「いつかは住んでみたいまち・ずっと住み続けたい

まち」と思われるまちを目指します。 

 

「「行行っっててみみたたいい、、来来ててほほししいい、、文文のの京京」」  
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（２）文京区観光ビジョンの目標 

理念を踏まえた観光ビジョンの実現に向け、３つの目標を掲げます。 

 

①四季折々の魅力をもった文の京 

本区は、都心部においても緑が多く、自然に恵まれた地域です。住宅街の路地

や庭先の身近な緑、江戸時代の大名庭園であった小石川後楽園や六義園、あるい

は大学のキャンパスなど、様々な自然にふれることができます。 

梅、桜、つつじ、あじさい、菊と四季の花をテーマにした「文京花の五大まつ

り」をはじめ、寺社の節句の行事等、１年の流れを感じることができる祭りや催

しが多くあります。 

四季それぞれに違った表情を見せるまちは、何度訪れても新たな発見がありま

す。これらのまつりは、花や自然を愛でるだけでなく「時」を豊かに過ごす本区

の暮らしの象徴であり、大切な地域固有の文化です。 

また、このように身近な地域環境に気を配ることは、今日的なテーマである環

境問題への意識を高めることにもつながります。 

地域の魅力を高め、来訪者や区民に楽しさを伝えることにより、「四季折々の

魅力をもった文の京」の実現を目指します。 
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②おもてなしの心溢れる文の京 

来訪者にとって訪問先で交わす区民との挨拶や会話は、その地域を印象づける

出来事です。来訪者と区民との心のふれあいは、大切な思い出となり、さらには

「また行きたい」と思わせる魅力の一つです。 

区内には、町会や自治会といった地域の住民組織の他、文化やスポーツ等の生

涯学習を行う団体が、ぬくもりある地域社会の実現を目指して、熱心にまちづく

りに取り組むなど、区民同士のつながりを大切にしています。「人と人とのつな

がり」を重視する取り組みを進めることは、高齢者、障害者、外国人等あらゆる

人々にやさしいまちづくり、来訪者をあたたかく受け入れるまちづくりにつなが

っていきます。 

また、来訪者を迎え入れるにあたっては、安全・安心であることやすべての人

に配慮した環境づくりも大切です。 

このように様々な側面から、来訪者と区民が交流を深めることで、理解と信頼

関係を築き「おもてなしの心溢れる文の京」の実現を目指します。 
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③歴史と文化を大切にする文の京 

本区は、江戸時代には大半が武家地であったことから、その跡地に多くの教育

機関があります。また、大名庭園は、その一部が今もなお豊かな緑地として残っ

ています。明治・大正時代には、森鷗外や夏目漱石をはじめ多くの文人がこの地

に住み、創作の場となりました。そして今も、区民の日々の暮らしや、大学等教

育機関の知的活動の結果として、新しい文化が日々蓄積されています。 

このような、歴史の深み、幅広い文化資源の存在は、まちあるきなどを楽しむ

来訪者にとって重要な魅力としてアピールしています。 

本区は、これまでに創造された歴史と文化を次の世代へと伝えていくとともに、

新たな文化を生み出し、積み重ねていく「歴史と文化を大切にする文の京」の実

現を目指します。 
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２ 文京区観光ビジョンの基本方針 
 

「四季折々の魅力をもった文の京」「おもてなしの心溢れる文の京」「歴史と

文化を大切にする文の京」という３つの目標を実現するための基本的な考え方と

して、次の３つの基本方針を定めます。この基本方針に沿って、具体的な取り組

みを進めていきます。 

 
（１）まちあるきを促進することにより文化・産業を活性化させる 

本区の観光資源は、区民の生活環境に点在しているものが多く、歩いて訪ねる

「まちあるき」に適しています。「まちあるき」の楽しみは、限られた情報を頼

りにまちを探検することと言い換えることができ、自分なりの視点でまちの魅力

を発見することでもあります。 

「まちあるき」は、まちなかに残された文化的な資産を保存・活用していく上

で重要な意義を持ち、地域の文化を活性化させる大きなきっかけとなります。ま

た、都市の観光においては、「食べる」「買う」という消費行動は「まちあるき」

の魅力の大きな部分を占めています。本区においても、工夫次第でこのような消

費行動につなげることが可能であり、地域経済の活性化にも貢献しうるものです。 

このように、まちあるきを楽しむ来訪者を念頭に、区民と来訪者の交流によっ

て文化・産業の活性化を図ることが１つめの基本方針です。 

 
 
（２）住んでみたい、住み続けたいまちを実現する 

本区は、交通の利便性や教育機関の充実度、自然環境の豊かさなどから、「住

んでみたいまち」といわれています。近年の観光活動では、来訪先の生活文化が

魅力要素として大きな比重を占めつつあり、区民の暮らしぶりも、来訪者をひき

つける上で重要な要素となっています。 

来訪者にとっては「住んでみたい」、区民にとっては「住み続けたい」と感じ

させるような地域の魅力を創出することが求められており、来訪者・生活者双方

の視点にたった地域づくりに取り組むことが２つめの基本方針です。 

 
 
 



 31 

（３）多様な主体がそれぞれ担い手となる 

観光振興の担い手は、旅館等の宿泊施設や、観光施設、観光協会だけではあり

ません。行政、商店街、区民等、地域の全ての人々が、来訪者を迎え入れる当事

者として、観光ビジョンの理念を共有するとともに、その担い手として活躍する

ことが重要です。 

そのためには、多様な担い手が観光振興の意義とそれぞれに求められる役割を

理解したうえで、自立した担い手として積極的に取り組んでいくことが３つ目の

基本方針です。 
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第４章 取り組みの柱と基本施策 

 
観光振興を進めていくための取り組みについては、これまでの観光に関する分

析結果及び理念・目標・基本方針を踏まえ、６つの柱に整理しました。 

 

 
 
 
 
 

取り組みの柱  

１ まちあるきを中心とした資源の発掘・活用・創出 

２ まちあるきのための環境整備 

３ まちあるきを通じた交流の場・機会の創出 

４ 観光まちづくりのための情報発信 

５ 観光まちづくりのための人材育成 

６ 観光推進体制の構築 
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１ まちあるきを中心とした資源の発掘・活用・創出 
 
 取り組みの柱 1      基本施策 

  
 
 
文の京の誇りとなるまちなかの魅力発掘と磨き上げ 

本区は多彩な魅力を持っていますが、そこで生活する区民はこれらの魅力に気

づきにくいものです。区内での居住歴や世代、活動エリア等によってもその「気

づき」の程度に違いがあります。来訪者を迎え入れるにあたり、まずは区民が、

自らの足元にある魅力に気づくことが重要です。まちなかの魅力を区民自ら発掘、

保全できるよう様々な取り組みを推進していきます。 

また、旧加賀屋敷御守殿門（赤門）や旧安田楠雄邸など一部の資源については、

観光面での活用も進んでいることから、これらの先行事例を足がかりに、他の魅

力要素についても観光活用を進めるための磨き上げを行っていきます。 

 
 
文の京を分かりやすく伝えるストーリー性ある観光コースづくり 

文京区が有する多彩な地域資源を観光の魅力としてアピールするためには、そ

れらを来訪者に対して分かりやすい形で示すことが大切です。本区では、まちあ

るきのリーフレットとして、地域別にコースを設定した観光ガイド「おさんぽく

ん」の発行に取り組んできました。今後は、豊富な区の地域資源に周辺地域の資

源も併せ、特定のテーマ別に魅力を選び出し、つなぎあわせるなどして、本区ら

しいストーリー性のある様々なコースづくりを行い、文の京の魅力を来訪者に伝

えていきます。
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「学び」の要素と連携した文の京ならではの新しい魅力づくり 

本区は、15の大学を始めとする数多くの教育機関が存在し、「教育のまち」と

しても知られています。また、印刷やスポーツ、歴史、文化など様々な分野の美

術館や博物館等が 32か所あり、文京ミュージアム・ネットワーク（通称：文京ミ

ューズネット）が形成されるなど「知的好奇心」を満たす資源に溢れています。 

教育機関・施設等が独自に開催する講座のほか、区主催の「文京区生涯学習司

（※１）」や「地域文化インタープリター（※２）」を養成する講座等様々な生

涯学習の取り組みも盛んです。今後は、これらの「学び」の要素と観光の連携を

さらに強化し、文の京らしい新たな魅力づくりを推進していきます。 

 
 
まちあるきを誘発する「文京ブランド」の構築 

まちあるきを楽しむ上では「食べる」「買う」「体験する」といった魅力が欠

かせません。地域の商店街や地場産業、文京区伝統工芸会等と連携して、「文京

区でしか味わえない食」「文京区でしか手に入れることができないもの」「文京

区でしかできない体験」を「文京ブランド」として打ち出し、本区のまちあるき

の魅力を高めていきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 生涯学習に関する一定の知識とスキルを習得し、さらには生涯学習事業を企画・コーディ

ネイトできる地域のリーダーとして文京区が認定した人。 

※２ 地域文化の価値を理解するために必要な知識や技術を習得した文京区の文化資源の案内役

として文京区が認定した人。 
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２ まちあるきのための環境整備 
 
取り組みの柱２      基本施策 

 
 
 
文の京らしい景観づくりの推進 

本区は、文京シビックセンター周辺の都会的な景観、根津・千駄木の情緒ある

まちなみ、小石川後楽園や六義園など庭園の緑、歩きたくなる坂道等の多様な景

観を持っています。 

本区では、地域のまち並みにふさわしい景観を創造しているものや、区民に身

近なものとして親しまれ、心のふるさととして景観形成に寄与しているものを顕

彰する取り組みとして「文の京都市景観賞」を設けています。 

今後は、来訪者の視点も意識し、文の京らしい優れた景観の維持・保全に努め

るとともに、まちあるきの魅力を高め、国内外に誇れる景観づくりを進めていき

ます。 

 
区内の回遊性を向上させる誘導システムの整備 

本区は、複数の地下鉄が走るとともに、JRの駅も近く、区外からのアクセスに

恵まれており、利便性の高さも魅力の一つです。しかし、区内を横断的に移動で

きる交通機関が少ないという一面もあります。 

区内の移動を快適なものとすることが、回遊性を高めるための大切な取り組み

となります。本区で既に取り組んでいる文京区コミュニティバス「B−ぐる」や、

電動自転車のレンタサイクルの活用を促進するなど、区内の移動の利便性向上に

努めていきます。 

また、わかりやすい案内標識やわくわく感のあるデザインにより、来訪者が安

心して区内を巡ることができるように、案内方法の改善に取り組んでいきます。 
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安全・安心でやさしいまちを実現する環境整備の推進 

来訪者を迎えいれるにあたっては、安全・安心であることが重要です。高齢者、

障害者、外国人を含むすべての人に配慮したやさしいまちであることが地域の魅

力にもなります。 

誰にでもわかりやすいサインの充実やユニバーサルデザインを生かした施設の

整備を目指すとともに、災害などの緊急事態に来訪者が巻き込まれた際、適切な

情報提供や対応ができるような仕組みの検討を進めていきます。 

また、本区は緑が多く、都心においても身近に自然を感じることができるまち

です。人だけでなく、身近な自然や地球環境に配慮することも重要です。区では、

街路灯を省エネルギー対応のものに交換するなど、環境を意識した施設の整備を

進めています。今後は、ゴミの持ち帰り運動など、環境を意識した取り組みを進

めることで、地球にやさしいまちを目指していきます。 

 
区民の生活に配慮したまちあるきの仕組みづくり 

本区は、公園ガーデナーによるまちなかの植栽、文の京ロードサポートによる

清掃活動など、よりよい住環境の整備を区民と協働で進めています。区民の協力

を得ながら住環境を整えることは、区民の生活を豊かにするとともに、来訪者を

ひきつける魅力の１つにもなります。 

本区の観光資源は、まちなかにあることから、来訪者の受け入れにあたっては、

区民が築いた住環境や区民の生活への配慮が必要です。まちなかを訪れる来訪者

に対して、マナー向上を促す取り組みを推進していきます。 
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３ まちあるきを通じた交流の場・機会の創出 
 
取り組みの柱３      基本施策 

 
 
区民や来訪者の交流充実に向けた環境づくり 

伝統的技術、技法を保有する「文京区技能名匠者」やまちづくりに取り組む区

民など、文京区を舞台として活躍する区民と来訪者との交流及び区民相互の交流

活性化の環境づくりを進めていきます。 

区民と来訪者の交流、長年住み続けてきた区民と新たに転入してきた区民の交

流を活性化する仕組みづくりを通じて、本区の魅力に触れ、文の京での暮らしを

感じられるような場や機会を増やしていきます。 

 
まちあるきイベントの推進 

文京ふるさと歴史館主催の「史跡めぐり」など、まちあるきのイベントを現在

も開催していますが、まちあるきへの注目が高まっていること、まちあるきが地

域を知るための優れた手段となることから、区民や来訪者を対象とした新たなま

ちあるきイベントを推進していきます。例えば、年間を通じたイベントのシリー

ズ化など、厚みを持たせたイベントを企画・実施し、まちあるきの定着を目指し

ていきます。その際には、対象となる観光施設・観光関連事業者だけでなく、商

店街や区民等の多様な担い手が、各々の立場・役割を踏まえて、自立し、主体と

なり、また相互に連携できるような仕組みづくりに取り組んでいきます。 
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ＭＩＣＥの誘致（アフターコンベンションの充実と誘致） 

本区には、東京大学をはじめ 15の大学があるなど、会議開催が可能な施設が多

く立地しています。こうした大学や各種会議施設と連携し、学会等 MICE（※３）

の誘致を促進するとともに、会議後の区内まちあるきなどアフターコンベンショ

ン（※４）の充実を目指していきます。さらに、近隣区で開催される会議等のア

フターコンベンションの誘致を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３ 会議（Meeting）、報奨・研修旅行（Incentive（Travel））、国際会議（Convention）、イベ

ント、展示会・見本市（Event/Exhibition）のこと。会議等の開催により、来訪者の増大

や各種分野への経済効果などが期待されます。 

※４ 会議終了後に、参加者や主催者、同伴者が開催地周辺で視察や観光、飲食等をすること。 
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４ 観光まちづくりのための情報発信 
 
取り組みの柱４      基本施策 

 
 
 
文の京に関する情報収集・発信機能の強化 

本区が有する多様な魅力要素について、「情報」という形できちんと来訪者に

伝えていくことが必要です。まずは、まちづくりや生涯学習、商店街、地場産業

など、観光に関連する幅広い情報を集約します。これを客観的な情報として提供

するだけでなく、区民や来訪者が選ぶ「おすすめの場所・祭り・人」など、多様

な意味づけを行って発信していきます。 

また、観光案内拠点「文京区観光インフォメーション」を活用し、来訪者に対

して旬の情報を迅速・適切に提供していきます。 

今後は、本区の地域資源などを後世に伝えていくため、写真や映像等の保存・

管理も推進していきます。 

 
ターゲットを明確にした効果的な情報発信の推進 

本区への来訪者は、まちあるきを目的とした人、所用による立ち寄り客、外国

人観光客、宿泊者、あるいは通勤・通学者など多岐にわたります。それぞれの特

性に応じた情報の切り口・発信方法で効果的な情報発信に努めます。特に「旬な

情報の提供」「わかりやすさ」「多言語化」を意識した取り組みを推進します。 

また、来訪者だけでなく区民に向けた情報発信も強化します。区民交流の活性

化が図られるような、「区民の目線」を意識した地域情報・観光情報を提供し、

地域の関心と観光に対する意識の向上を目指していきます。 
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メディアの有効活用による「文京区」の積極的なＰＲ 

新聞社、TV、雑誌等で、本区が取り上げられる機会が増えるように PR を進め、

来訪のきっかけづくりを強化します。本区の魅力が、より多くの人の目に触れる

ように、メディアとの協力体制を築き、積極的に「旬」な情報を発信していきま

す。 

 
情報通信技術を活用した情報発信の推進 

日々進歩の著しい情報通信技術を積極的に活用し、本区の観光に関する情報を

積極的に受信・発信するとともに、来訪者の多様なニーズに応じた情報を効率的・

効果的に提供していきます。また、携帯端末等を活用し、高齢者や障害者、外国

人などの円滑な移動支援に取り組んでいきます。 
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５ 観光まちづくりのための人材育成 
 
取り組みの柱５      基本施策 

 
 
文の京の魅力を伝える人材等の育成 

本区は、区内大学と連携して「文京区生涯学習司」「地域文化インタープリタ

ー」の養成講座を実施し、地域で活躍する人材として独自の資格取得者を育成し

てきました。 

さらに、英語による観光案内の充実を図るため、英語観光ボランティアの育成

に取り組んできました。 

ガイド育成に当たっては区内の教育機関等と連携を図り、本区の魅力を来訪者

に分かりやすく伝えられる人材育成を進めていきます。 

 
観光まちづくりに携わる団体・人材の発掘と活用 

本区には、すでに観光まちづくりに関連する取り組みを行っている組織・団体

があります。文京ふるさと歴史館友の会では、「文京まち案内」の活動を通じて

来訪者に本区の魅力を伝えています。 

大学などの教育機関、商店街、区民など観光に興味のある団体・人と連携を図

り、これらの組織・人材が観光まちづくりの様々な場面で活躍できる仕組みを整

えていきます。 

 
文の京全体としてのホスピタリティの醸成 

来訪者の受け入れにあたっては、観光関連業者や商店街等の事業者と一般区民

の双方が、それぞれの立場であたたかく迎え入れることが大切です。 

来訪者と直に接する機会の多い商店街等の事業者に対し、講演会や事例紹介な

ど様々な手法を用いながら、観光まちづくりの実践者としての意識の向上を図っ

ていきます。区民に対しては、本区が観光振興に取り組む意義や本区が有する資
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源に関する理解促進を図り、来訪者との価値観の共有を通じて観光の担い手とな

るよう促していくとともに、次世代を担う人材の育成にも取り組んでいきます。 
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６ 観光推進体制の構築  
 
取り組みの柱６      基本施策 

 
 
 
各主体の役割の明確化と連携による観光振興の実現 

観光まちづくりの担い手は、観光関連業者だけでなく他の事業者や、大学をは

じめとする教育機関、まちづくりなどの地域活動団体、区民等、多岐にわたって

おり、それぞれの役割は今後一層重要になります。宿泊事業者、商店街、地場産

業、美術館・博物館、教育機関、区民、地域活動団体、行政等の個々の役割を明

確にし、多様な担い手を連携させることで、本区の観光振興を推進していきます。 

 
観光協会の体制強化 

地域の様々な観光の担い手が、それぞれの役割を果たしつつ、一体となって取

り組みを進めていくためには、その中核となる組織体制の充実は欠かせません。

文京区の観光の中核として、観光関連事業者だけでなく他の事業者や、区民、行

政などの担い手をつなぐとともに、広域的な視点から旅行者誘致を推進するため、

観光協会の体制強化に取り組んでいきます。 

 
行政内の観光推進体制の強化 

観光まちづくりは幅広い取り組みからなり、関係する行政分野は都市計画・経

済・福祉等多岐にわたります。関係各課が連携して、ビジョンに基づく観光関連

施策の進捗とその効果を定期的にチェックし、見直しながら目標を実現していき

ます。 
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広域連携体制の確立 

本区は、区外からのアクセスに恵まれており、利便性の高い地域です。また、

来訪者は区境を意識せずに魅力ある地を観光するため、本区と隣接する地域をあ

わせて訪れるケースが大半です。このような来訪者の行動の実態に即して、より

効果的な観光振興の取り組みを実施するため、東京都や近隣区と連携を図り、よ

り広く本区の観光資源をアピールしていきます。
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（図表）観光ビジョン施策体系図 

「行ってみたい、来てほしい、文の京」

１ まちあるきを促進することにより文化・産業を活性化する

住んでみたい、住み続けたいまちづくりを実現する

３ 多様な主体がそれぞれ担い手となる

四季折々の
魅力をもっ た文の京

おも てなしの
心溢れる文の京

歴史と文化を
大切にする文の京

１ まちあるきを中心とした資源の発掘・活用・創出
・文の京の誇りとなるまちなかの魅力発掘と磨き上げ
・文の京を分かりやすく伝えるストーリー性ある観光コースづくり
・「学び」の要素と連携した文の京ならではの新しい魅力づくり
・まちあるきを誘発する「文京ブランド」の構築

２ まちあるきのための環境整備
・文の京らしい景観づくりの推進
・区内の回遊性を向上させる誘導システムの整備
・安全・安心でやさしいまちを実現する環境整備の推進
・区民の生活に配慮したまちあるきの仕組みづくり

３ まちあるきを通じた交流の場・機会の創出
・区民や来訪者の交流充実に向けた環境づくり
・まちあるきイベントの推進
・ＭＩＣＥの誘致（アフターコンベンションの充実と誘致）

４ 観光まちづくりのための情報発信
・文の京に関する情報収集・発信機能の強化
・ターゲットを明確にした効果的な情報発信の推進
・メディアの有効活用による「文京区」の積極的なＰＲ　
・情報通信技術を活用した情報発信の推進

５ 観光まちづくりのための人材育成
・文の京の魅力を伝える人材等の育成
・観光まちづくりに携わる団体・人材の発掘と活用
・文の京全体としてのホスピタリティの醸成

６ 観光推進体制の構築
・各主体の役割の明確化と連携による観光振興の実現
・観光協会の体制強化
・行政内の観光推進体制の強化
・広域連携体制の確立
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